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三
島
中
洲
と
阪
谷
芳
郎

︱
︱
『
関
係
書
簡
集
』
の
分
析
を
中
心
に
︱
︱

車
田　

忠
継

　
は
じ
め
に

　

昨
今
、
歴
史
学
の
分
野
で
は
、
大
学
史
研
究
の
進
展
が
著
し
い
。
例
え

ば
二
松
学
舎
大
学
で
は
、
二
〇
二
七
年
の
創
立
一
五
〇
周
年
に
向
け
て
、

舎
史
編
纂
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
専
修
大
学
の
場
合
、
大
学
史
資

料
室
が
設
置
さ
れ
、
筆
者
も
担
当
し
て
い
る
学
生
向
け
の
「
専
修
大
学

史
」
の
開
講
の
み
な
ら
ず
、
毎
年
の
『
大
学
史
紀
要
』
や
関
連
す
る
史
料

集
の
刊
行
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
専
修
大
学
編
『
阪
谷
芳
郎
関
係
書

簡
集
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ

る
（
以
下
『
関
係
書
簡
集
』）。
こ
の
『
関
係
書
簡
集
』
は
、
約
四
二
〇

名
の
差
出
人
の
阪
谷
芳
郎
宛
書
簡
約
一
、
三
〇
〇
通
を
翻
刻
し
て
お
り
、

内
四
〇
通
は
二
松
学
舎
の
創
立
者
で
あ
る
三
島
中
洲
の
も
の
で
あ
っ
た
。（

１
）

本
稿
で
論
じ
る
よ
う
に
、
両
者
は
岡
山
県
出
身
と
い
う
こ
と
で
、
地
縁
で

繋
が
る
関
係
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
阪
谷
に
関
し
て
は
、
近
年
、
西
尾
林
太
郎
『
阪
谷
芳
郎
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
西
尾
は
阪
谷
の
生
涯
を
修
学

期
（
出
生
～
東
大
卒
業
ま
で
の
二
一
年
間
）、
大
蔵
省
時
代
（
入
省
～
蔵

相
辞
任
ま
で
の
二
四
年
間
）、
蔵
相
辞
任
か
ら
貴
族
院
議
員
と
な
る
ま
で

の
九
年
間
（
含
三
回
の
洋
行
や
東
京
市
長
）、
貴
族
院
時
代
（
貴
族
院
男

爵
議
員
に
互
選
さ
れ
て
か
ら
死
去
す
る
ま
で
の
二
四
年
間
）
に
分
け
て
、

豊
富
な
史
料
を
多
角
的
に
分
析
し
、
そ
の
事
績
を
詳
ら
か
に
し
た
。
残
念

な
が
ら
、
同
書
に
中
洲
や
二
松
学
舎
を
め
ぐ
る
記
述
は
な
い
が
、
後
述
す

る
よ
う
に
、
阪
谷
は
確
か
に
中
洲
や
二
松
学
舎
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
同
郷
の
中
洲
と
阪
谷
の
関
係
を
解
き
明
か
す
た
め
、

『
関
係
書
簡
集
』
所
収
の
阪
谷
宛
中
洲
書
簡
を
中
心
に
、
学
校
法
人
二

松
学
舎
が
所
蔵
す
る
書
簡
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
が
所
蔵
す
る

「
阪
谷
芳
郎
関
係
文
書
」、
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
シ
リ
ー
ズ
図
録

『
三
島
中
洲
と
近
代
』
な
ど
を
分
析
し
て
い
く
。
し
か
し
地
縁
と
い
う
同

郷
者
同
士
の
連
携
に
関
し
て
は
、
竹
永
三
男
に
よ
る
県
人
会
（
同
郷
会
）
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研
究
を
始
め（

２
）

、
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
。
例
え
ば
成
田
龍
一
は（

３
）

、
東
京
な
ど

の
都
市
空
間
に
い
る
者
が
「
故
郷
」
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
に
し
て

い
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
清
水
唯
一
朗
は（

４
）

、
官
僚
の
世
界
の
「
地
方
閥
」

の
存
在
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
旧
柳
河
藩
主
立
花
家
を
分
析
し
た
内
山
一

幸
は（

５
）

、
中
央
と
地
方
（
郷
里
）
を
結
び
つ
け
る
組
織
と
し
て
、
旧
藩
主
家

を
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
戦
前
期
普
選
の
選
挙
ス
ス
テ
ム
を
論
じ
た
拙
著

で
は（

６
）

、
川
島
正
次
郎
（
立
憲
政
友
会
）
が
地
縁
に
依
拠
し
て
千
葉
県
第
一

区
で
展
開
し
た
選
挙
運
動
の
実
態
を
解
き
明
か
し
た
。
総
じ
て
日
本
近
代

社
会
に
お
け
る
地
縁
は
、
人
々
を
繋
ぐ
回
路
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
永
江
雅
和
の
研
究
は
示
唆
に
富
む
。
す
な
わ
ち
永
江

は
『
関
係
書
簡
集
』
を
総
体
的
に
分
析
し
、
阪
谷
が
父
朗
盧
と
岡
山
県
人

に
立
脚
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
渋
沢
同
族
（
渋
沢
栄
一
は
阪
谷
の
岳
父
）

と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
大
蔵
官
僚
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
専
修

大
学
創
設
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
と
論
じ
た（

７
）

。
加
え
て
永
江
は
、

阪
谷
が
漢
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
教
育
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
元
岡
山

県
の
人
脈
を
持
つ
と
と
も
に
、
地
縁
の
カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
て
の
「
学
閥
」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
そ
の
人
脈
が
極
め
て
多
面
的
で
あ
る
と
も
論
じ

た（
８
）。

こ
の
永
江
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
同
郷
者
同
士
の
連
携
を
分
析
す

る
際
、
地
縁
以
外
の
媒
介
項
を
併
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
よ
り
重
層
的
な

も
の
と
し
て
描
き
得
る
と
い
え
よ
う
。

　

本
稿
は
、
以
上
の
視
角
に
も
と
づ
き
、
家
庭
人
と
し
て
の
中
洲
、
郷
土

を
同
じ
く
す
る
者
と
し
て
の
中
洲
と
阪
谷
の
関
係
、
阪
谷
と
二
松
学
舎
と

の
関
わ
り
を
分
析
し
、
日
本
近
代
社
会
、
と
り
わ
け
明
治
期
日
本
に
お
け

る
同
郷
者
同
士
の
連
繋
の
あ
り
方
を
改
め
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
成
果
を
二
松
学
舎
史
研
究
に

落
と
し
込
み
、
今
後
の
展
望
を
示
し
た
い
。
な
お
、
か
つ
て
筆
者
は
今
後

の
二
松
学
舎
史
研
究
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
阪
谷
の
中
洲
宛
書
簡
の
分

析
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
が（

９
）

、
本
稿
は
、
そ
の
回
答
と
し
て
も
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

　
第
一
章
　
三
島
中
洲
と
阪
谷
芳
郎

　

ま
ず
阪
谷
の
経
歴
か
ら
確
認
し
よ
う

（
1
0
）。

一
八
六
三
年
一
月
、
漢
学
者
の

阪
谷
朗
廬
（
一
八
二
二
～
一
八
八
一
）
の
四
男
と
し
て
備
中
後
月
郡
西

江
原
村
（
岡
山
県
井
原
市
）
に
生
ま
れ
た
阪
谷
は
、
一
八
七
二
年
、
母 

と
東
京
に
移
住
し
た
。
一
八
七
三
年
一
〇
月
、
日
本
橋
蠣
殻
町
に
あ
る
備 

中
出
身
の
箕
作
秋
坪
の
洋
学
塾
三
叉
学
舎
に
入
り
、
東
京
英
語
学
校 

（
東
京
大
学
予
備
門
）
を
経
て
、
一
八
八
四
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部 

政
治
学
理
財
科
を
卒
業
し
た
。
そ
し
て
同
年
、
大
蔵
省
に
入
省
し
た
。

以
後
、
主
計
官
（
一
八
八
六
）、
参
事
官
（
一
八
九
一
）、
日
本
銀
行
監
理
官

（
一
八
九
六
）、
主
計
局
長
（
一
八
九
七
）、
総
務
長
官
（
一
九
〇
一
）、
第

一
次
桂
太
郎
内
閣
の
曾
禰
荒
助
蔵
相
の
下
で
の
大
蔵
次
官
（
一
九
〇
三
）

な
ど
、
順
調
に
官
歴
を
上
昇
さ
せ
た
。
こ
の
間
の
一
八
八
八
年
、
渋
沢
栄

一
の
次
女
琴
子
と
結
婚
し
、
二
男
五
女
を
も
う
け
た
。
そ
し
て
第
一
次
西
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園
寺
公
望
内
閣
で
大
蔵
大
臣
（
一
九
〇
六
～
〇
八
）
と
し
て
初
入
閣
を
果

た
し
た
。
こ
れ
は
、
帝
国
大
学
出
身
者
と
し
て
、
ま
た
官
僚
出
身
者
と
し

て
、
初
め
て
の
蔵
相
で
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
第
一
次
西
園
寺
内
閣
に

は
、
二
松
学
舎
で
中
洲
に
学
ん
だ
山
県
伊
三
郎
が
逓
相
、
帝
国
大
学
で
中

洲
に
学
ん
だ
牧
野
伸
顕
が
文
相
と
し
て
入
閣
し
て
い
た
。
中
洲
は
自
身
と

縁
深
い
内
閣
の
誕
生
に
感
慨
を
覚
え
、「
書
簡
一
六
付
属
②
（
明
治
三
九

年
一
月
一
六
日
付
）」（『
関
係
書
簡
集
』
四
八
二
頁
）
の
通
り
、
阪
谷
の

他
、
牧
野
・
山
県
に
も
同
様
の
漢
詩
を
贈
呈
し
た
。
そ
し
て
後
年
、
牧
野

と
山
県
は
財
団
法
人
二
松
義
会
の
顧
問
に
就
任
し

（
1
1
）、
中
洲
と
二
松
学
舎
を

側
面
か
ら
支
え
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
阪
谷
は
第
四
代
東
京
市
長
（
一
九
一
二
～
一
五
）、
貴
族
院 

議
員
（
一
九
一
七
～
四
一
）、
第
二
代
専
修
大
学
長
（
一
九
二
四
～
三
四
）

お
よ
び
初
代
総
長
（
一
九
三
四
～
四
一
）
な
ど
を
歴
任
し
、
一
九
四
一
年

一
一
月
に
逝
去
し
た
。
阪
谷
は
財
団
法
人
二
松
義
会
顧
問
（
一
九
一
一
年

三
月
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

（
1
2
）、
様
々
な
企
業
・
学
校
・
団
体
に
関
わ

り
、「
百
以
上

（
1
3
）」
の
肩
書
き
を
持
つ
。「
百
会
長
」
な
る
異
名
は
そ
れ
ゆ

え
の
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
岳
父
渋
沢
翁
の
善
き
後
継
者

（
1
4
）」
に
他
な
ら

な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
歴
の
阪
谷
と
中
洲
の
関
係
性
の
原
点
は
、
郷
里
を
同

じ
く
す
る
漢
学
者
、
阪
谷
の
父
朗
廬
を
介
し
て
で
あ
る
。
中
洲
は
朗
廬
の

墓
碑
銘
を
記
す
な
ど
、
両
者
は
「
極
め
て
御
親
密
の
間
柄

（
1
5
）」
で
あ
っ
た
。

中
洲
は
一
八
三
〇
年
生
ま
れ
で
あ
る
た
め
、
阪
谷
か
ら
見
る
と
、
父
親
と

同
世
代
に
当
た
る
同
郷
の
先
輩
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
中
洲
と
阪
谷
の
出
会

い
は
、
朗
廬
を
介
し
て
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
漢
学
お
よ
び
地
縁
が
、

こ
の
両
者
を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
中
洲
と
阪
谷
は
、
さ
ら
に
東
京
大

学
と
い
う
高
等
教
育
機
関
で
も
、
時
間
と
空
間
を
共
有
し
た
。
例
え
ば

一
八
八
二
～
八
三
年
に
か
け
て
、
阪
谷
は
同
期
の
牧
野
伸
顕
と
と
も
に
、

中
洲
の
「
漢
文
学
」
を
受
講
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
中
洲
は
彼
ら
を
「
門

人（
1
6
）」
と
認
識
し
、
前
述
の
通
り
、
第
一
次
西
園
寺
内
閣
の
誕
生
に
際
し
、

漢
詩
を
贈
呈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
学
お
よ
び
地
縁
に
加
え
て
、
中
洲
と

阪
谷
は
教
育
経
験
で
も
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
具
体
的
に
両
者
の
交
流
を
見
よ
う
。
ま
ず
『
学
校
法
人
二
松

学
舎
所
蔵
資
料
』
に
は
、
四
通
の
中
洲
宛
阪
谷
書
簡
が
遺
さ
れ
て
い
る
。 

書
簡
〇
一
〇
五
「
三
島
中
洲
宛
阪
谷
芳
郎
書
簡（
一
八
八
四
年
七
月
八
日
）」 

は
阪
谷
の
孔
子
墓
や
泰
山
訪
問
の
報
告

（
1
7
）、
書
簡
〇
一
〇
六
「
三
島
中
洲
宛

阪
谷
芳
郎
書
簡
（
一
八
八
四
年
二
月
一
一
日
）」
は
碑
文
の
撰
文
や
揮
毫

の
相
談

（
1
8
）、
書
簡
〇
一
〇
七
「
三
島
中
洲
宛
阪
谷
芳
郎
葉
書
（
一
九
〇
八

年
一
一
月
一
六
日
）」
は
訪
問
日
時
の
打
診
、
書
簡
〇
一
〇
八
「
三
島
中

洲
宛
阪
谷
芳
郎
葉
書
（
一
九
〇
八
年
一
一
月
一
八
日
）」
も
訪
問
日
時

の
打
診
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
な
お
阪
谷
の
日
記
を
見
る
と
、
書
簡

〇
一
〇
七
お
よ
び
〇
一
〇
八
に
関
し
て
は
、
彼
が
中
洲
を
訪
問
し
た
形
跡

は
な
い

（
1
9
）。
一
九
〇
八
年
当
時
の
阪
谷
は
蔵
相
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
お
り
、

訪
問
日
時
の
調
整
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

『
関
係
書
簡
集
』
に
は
、
両
者
の
交
流
を
読
み
取
れ
る
も
の
が
多
い
。
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例
え
ば
「
書
簡
三
五
（
年
月
日
不
明
）」（『
関
係
書
簡
集
』
四
九
一
～

四
九
二
頁
）
を
見
る
と
、
中
洲
が
阪
谷
を
親
類
会
に
招
待
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
洲
と
阪
谷
の
関
係
は
中
洲
の
三
男
で
あ
る
復
（
一
八
七
八
～

一
九
二
四
）
に
も
受
け
継
が
れ
た
よ
う
で
、
阪
谷
は
「
い
ろ
い
ろ
御
話
を 

承
つ
た
り
、
又
私
の
経
営
致
し
て
居
り
ま
す
備
中
館
の
御
世
話
を
お
願
ひ 

し
た
り
致
し
ま
し
た

（
2
0
）」

と
回
想
し
て
い
る
。
ま
た
財
団
法
人
斯
文
会
で
は
、 

両
者
と
も
に
役
員
を
務
め
て
い
る
（
阪
谷
は
監
事
・
復
は
常
議
員
）。
こ

の
斯
文
会
は
、
渋
沢
栄
一
（
一
九
一
九
～
一
九
三
一
年
に
二
松
学
舎
舎

長
）・
金
子
堅
太
郎
（
一
九
三
二
～
一
九
四
二
年
に
二
松
学
舎
舎
長
）・
牧

野
伸
顕
が
顧
問
、
嘉
納
治
五
郎
（
漢
学
塾
二
松
学
舎
出
身
）
が
祭
典
部

長
、
細
田
謙
蔵
（
財
団
法
人
二
松
義
会
理
事
）・
児
島
献
吉
郎
（
評
議
員

か
ら
の
ち
に
二
松
学
舎
学
長
）
が
常
議
員
を
務
め
て
お
り

（
2
1
）、

奇
し
く
も
二

松
学
舎
関
係
者
が
集
う
場
に
も
な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
前
述
の
備
中
館

だ
が
、
一
九
〇
一
年
に
阪
谷
が
小
石
川
原
町
の
邸
宅
の
隣
地
を
寄
付
し
、

岡
山
県
出
身
の
馬
越
恭
平
（
日
本
麦
酒
醸
造
社
長
）
や
大
原
孫
三
郎
（
倉

敷
紡
績
社
長
）
ら
の
寄
付
金
で
設
立
さ
れ
た
、
東
京
で
学
ぶ
岡
山
県
出
身

者
の
た
め
の
寄
宿
舎
で
あ
る

（
2
2
）。
成
田
龍
一
は
寄
宿
舎
を
「
故
郷
」
意
識
が

再
生
産
さ
れ
る
場
所
（
装
置
）
と
し
て
位
置
づ
け
た
が

（
2
3
）、

備
中
館
が
も
と

も
と
阪
谷
の
所
有
地
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
彼
の
「
故

郷
」
意
識
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、「
書
簡
三
六
（
年

代
不
明
）」（『
関
係
書
簡
集
』
四
九
二
頁
）
を
見
る
と
、
中
洲
は
そ
の
備

中
館
に
四
〇
円
の
寄
付
金
を
拠
出
し
て
い
る
。
決
し
て
大
き
な
金
額
で
は

な
い
が
、
中
洲
は
阪
谷
の
想
い
を
理
解
し
、
可
能
な
限
り
、
彼
を
支
え
て

い
た
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
章
　
家
庭
人
と
し
て
の
中
洲

　

こ
こ
で
は
家
庭
人
と
い
う
視
点
か
ら
、
書
簡
を
時
系
列
で
分
析
す
る
。

　

①
「
書
簡
四
（
一
八
九
一
年
七
月
九
日
付
）」（『
関
係
書
簡
集
』

四
七
六
頁
）。
ワ
シ
ン
ト
ン
法
律
大
学
を
卒
業
し
た
中
洲
の
長
男
桂
は
、

一
八
九
一
年
七
月
三
日
に
帰
国
し
て
い
た
。
同
月
九
日
朝
、
中
洲
は
そ
の

桂
を
連
れ
て
阪
谷
宅
を
訪
問
し
た
。
し
か
し
阪
谷
は
留
守
で
、
そ
れ
を
受

け
て
し
た
た
め
た
書
簡
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
桂
の
放
蕩
ぶ
り
は
指
摘
さ
れ

る
が

（
2
4
）、

事
実
、
中
洲
は
阪
谷
に
「
学
術
未
熟
」
な
長
男
の
「
御
誘
導
」
を

願
い
出
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
後
述
の
よ
う
に
、
中
洲
は
阪
谷
に
桂
の
仕

官
先
の
斡
旋
を
依
頼
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

②
「
書
簡
五
（
一
八
九
一
年
一
二
月
三
日
付
）」（『
関
係
書
簡
集
』

四
七
六
頁
）。
一
八
九
一
年
一
一
月
、
そ
の
桂
が
二
三
歳
で
大
隈
重
信
の

長
女
と
結
婚
す
る
と

（
2
5
）、
阪
谷
は
祝
い
品
を
贈
呈
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

中
洲
が
同
年
一
二
月
六
日
（
日
）
午
後
三
時
開
催
の
披
露
宴
に
阪
谷
を
招

待
す
る
書
簡
で
あ
る
。
阪
谷
の
日
記
を
見
る
と
、
彼
が
披
露
宴
に
参
加
し

て
い
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る

（
2
6
）。
桂
の
結
婚
に
よ
り
、
中
洲
は
立
憲
改
進
党

の
創
立
者
で
あ
る
大
隈
と
縁
戚
関
係
を
結
ぶ
が
、
翌
一
八
九
二
年
一
月
、

彼
は
早
々
に
離
婚
し
て
し
ま
う
（
同
年
七
月
に
小
永
井
小
舟
の
娘
と
再
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婚（
2
7
））。

　

③
「
書
簡
一
〇
（
一
九
〇
二
年
五
月
一
八
日
付
）」（『
関
係
書
簡
集
』

四
七
八
～
四
七
九
頁
）。
前
述
の
二
つ
の
書
簡
か
ら
は
少
し
時
間
が
経
過

し
て
い
る
。
当
時
の
桂
は
、
定
職
に
就
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
阪
谷
の
仲
介
に
よ
り
、
松
本
某
と
い
う
人
物
が
中
洲
の

「
忰
」
を
採
用
し
た
と
い
う
。
中
洲
の
実
子
は
三
人
い
た
が
、
三
男
の
復

は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
学
科
に
在
学
中
の
た
め
、
桂
か
次
男
の
廣

に
な
る
。
た
だ
し
後
述
の
「
書
簡
一
一
」
お
よ
び
「
書
簡
一
二
」
を
見
る

限
り
、
こ
の
「
忰
」
は
桂
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
放
蕩
息
子
の
桂
が
定
職

（
こ
の
時
点
で
は
職
場
不
明
）
を
得
た
こ
と
か
ら
、
中
洲
は
松
本
某
と
の

面
会
を
希
望
す
る
と
と
も
に
、
阪
谷
に
謝
辞
を
述
べ
た
内
容
の
書
簡
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、「
書
簡
一
一
（
一
九
〇
二
年
七
月
三
日
付
）」（『
関 

係
書
簡
集
』
四
七
九
頁
）
を
見
る
と
、
桂
は
「
日
々
出
勤
、
仕
事
」
に

励
ん
で
お
り
、
中
洲
は
「
長
持
」
し
て
欲
し
い
と
願
う
内
容
で
あ
る
。

ま
た
「
書
簡
一
二
（
一
九
〇
三
年
一
二
月
六
日
付
）」（『
関
係
書
簡
集
』

四
七
九
～
四
八
〇
頁
）
を
見
る
と
、
桂
は
「
遊
情
も
不
致
」、
こ
の
半
年

間
、
真
面
目
に
務
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
「
書
簡
一
二
」
の

続
き
を
見
る
と
、
官
僚
機
構
の
改
革
に
よ
り
、
桂
は
失
職
の
可
能
性
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
中
洲
は
桂
の
新
た
な
職
場
を
模
索
し
、
阪
谷
に
「
古

市
長
官
」
お
よ
び
「
小
林
課
長
」
と
の
面
会
を
仲
介
し
て
欲
し
い
と
願

い
出
て
い
る
。
こ
の
古
市
が
鉄
道
作
業
局
長
官
の
古
市
公
威
で
あ
る
な

ら
ば
、
こ
の
段
階
で
初
め
て
、
桂
の
勤
務
先
が
同
局
で
あ
っ
た
こ
と
に 

な
る
。
阪
谷
は
一
八
九
六
年
四
月
に
鉄
道
会
議
（
鉄
道
担
当
官
庁
の
諮

問
機
関
）
の
議
員
、
一
八
九
九
年
に
鉄
道
国
有
調
査
会
（
首
相
の
諮
問 

機
関
）
の
委
員
を
務
め
て
お
り
、
お
そ
ら
く
中
洲
は
阪
谷
の
鉄
道
行
政
に 

対
す
る
影
響
力
を
期
待
し
て
、
彼
に
仲
介
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

鉄
道
行
政
は
、
工
部
省
（
一
八
七
一
）、
内
閣
（
一
八
八
五
）、
内
務
省 

外
局
（
一
八
九
〇
）、
逓
信
省
外
局
（
一
八
九
二
）、
逓
信
省
内
局
（
一 

八
九
三
）
を
経
て
、
一
八
九
七
年
、
逓
信
省
外
局
の
鉄
道
作
業
局
（
鉄
道

現
業
を
担
当
）
と
内
局
鉄
道
局
（
鉄
道
監
督
を
担
当
）
に
分
離
す
る
な
ど
、 

度
重
な
る
機
構
改
革
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
桂
は
そ
の
余
波
を
受
け
た
の

で
あ
る
。
な
お
前
掲
「
書
簡
一
〇
」
に
登
場
し
た
松
本
は
、
桂
の
勤
務
先

が
鉄
道
作
業
局
で
あ
る
な
ら
ば
、
松
本
荘
一
郎
と
思
わ
れ
る

（
2
8
）。

　

そ
こ
で
桂
の
就
業
状
態
を
探
る
た
め
、
別
途
、「
書
簡
一
八
付
属

（
一
九
〇
六
年
九
月
二
三
日
付
）」（『
関
係
書
簡
集
』
四
八
三
～
四
八
四

頁
）
を
見
る
と
、
「
逓
信
省
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
つ
ま
り
桂
は
前
述

の
鉄
道
作
業
局
を
経
て
、
逓
信
省
で
勤
務
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
書
簡
を
見
る
と
、
山
口
俊
太
郎
な
る
人
物
に
勧
め
ら
れ
、
桂
は
中
洲
に

「
高
給
」
で
あ
る
「
台
湾
彩
票
」（
宝
く
じ
）
の
「
売
弘
」（
広
告
）
業

へ
の
従
事
を
相
談
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
す
る
と
中
洲
は
桂
に
対
し
、
当

時
蔵
相
の
阪
谷
に
相
談
し
た
上
で
、
阪
谷
の
「
同
意
」
が
あ
れ
ば
自
分
は

「
異
存
」
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
中
洲
は
阪
谷
か
ら
の
説
得

を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
桂
は
阪
谷
の
前
に
「
野
崎
ト
申
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仁
」
に
相
談
し
、「
不
同
意
」
ゆ
え
に
山
口
の
提
案
を
断
っ
た
と
も
記
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
「
阪
谷
芳
郎
宛
三
島
中
洲
書
簡
（
一
九
〇
七
年
一
二
月
二
日

付
）

（
2
9
）」

を
加
え
る
と
、
や
は
り
桂
が
逓
信
省
に
仕
官
し
て
い
た
こ
と
は
確

か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
中
洲
は
「
一
二
月
廿
日
迄
ニ
至
リ
、
神
戸
転
任
之

辞
令
下
リ
、
倅
モ
廿
五
日
同
地
ヘ
赴
く
」
の
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
阪
谷
の

他
、
中
洲
の
門
人
で
あ
る
当
時
逓
相
の
山
県
伊
三
郎
も
関
与
し
て
い
る
と

の
文
言
が
あ
る
。
山
県
の
存
在
を
踏
ま
え
る
と
、
中
洲
は
桂
の
た
め
に
再

び
阪
谷
、
さ
ら
に
は
山
県
の
助
力
を
願
い
出
て
、
逓
信
省
関
連
業
務
の
職

を
斡
旋
し
て
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
か
ら
、
中
洲
は
長

男
で
あ
る
桂
の
就
労
に
心
を
砕
い
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
助
力
を
阪
谷

に
期
待
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

④
「
書
簡
一
四
付
属
（
一
九
〇
五
年
一
月
一
六
日
付
）」（『
関
係
書
簡

集
』
四
八
一
頁
）。
こ
こ
で
は
次
男
の
廣
が
登
場
す
る
。
阪
谷
と
奥
田
義

人
が
大
学
の
同
期
（
法
学
部
）
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
中
洲
は
阪
谷

経
由
で
奥
田
に
「
直
筆
之
書
ニ
て
、
次
男
廣
一
件
頼
遣
置
候
」
と
し
た
た

め
、
面
会
を
希
望
し
た
。
当
時
の
奥
田
は
代
議
士
二
期
生
（
鳥
取
県
鳥
取

市
選
挙
区
〈
無
名
倶
楽
部
〉
）
に
し
て
、
農
商
務
省
参
事
官
・
特
許
局

長
・
拓
殖
務
次
官
・
農
商
務
次
官
・
法
制
局
長
官
を
務
め
た
経
歴
を
持
つ
。

こ
の
「
一
件
」
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
中
洲
は
奥
田
に
対
し
て
、

廣
へ
の
何
か
し
ら
の
便
宜
を
期
待
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
章
で
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
、
い
か
に
放
蕩
息
子
で
あ
っ
て
も
、
桂

の
行
く
末
を
案
じ
、
阪
谷
ら
に
職
の
斡
旋
を
依
頼
す
る
な
ど
、
親
と
し
て

支
え
続
け
た
中
洲
の
姿
が
読
み
取
れ
よ
う
。
ま
た
詳
細
は
不
明
だ
が
、
同

様
の
愛
情
は
次
男
廣
に
対
し
て
も
注
が
れ
て
い
た
。
特
に
桂
の
場
合
、
菊

地
誠
一
が
指
摘
し
た
よ
う
に

（
3
0
）、

後
年
、
一
九
一
七
年
前
後
の
時
点
で
、
桂

は
中
洲
の
面
倒
を
見
た
り
、
代
理
を
務
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、
桂
な
り
の

中
洲
に
対
す
る
恩
返
し
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
三
章
　
同
郷
者
と
し
て
の
中
洲
と
阪
谷

　

こ
こ
で
は
同
郷
と
い
う
視
点
か
ら

（
3
1
）、

書
簡
を
時
系
列
で
分
析
す
る
。

　

①
「
阪
谷
宛
中
洲
書
簡
一
四
付
属
（
一
九
〇
五
年
一
月
一
六
日
付
）」

（『
関
係
書
簡
集
』
四
八
〇
～
四
八
一
頁
）。
中
洲
は
、
知
人
（
岡
山
県

出
身
の
植
村
徳
太
郎
）
の
子
が
当
時
大
蔵
次
官
の
阪
谷
と
の
面
会
を
希
望

し
て
お
り
、
断
り
切
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
阪
谷
に
対
し
て
、
自
分
も
面

識
の
な
い
人
物
だ
が
、
時
間
が
あ
れ
ば
面
会
し
て
欲
し
い
と
要
望
し
た
書

簡
で
あ
る
。
試
み
に
阪
谷
の
日
記
を
確
認
す
る
と
、
阪
谷
が
植
村
な
る
人

物
と
面
会
し
た
形
跡
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
中
洲
の
依
頼
で
あ
っ
て
も
、

同
郷
で
あ
っ
て
も
、
身
分
保
障
が
な
け
れ
ば
面
会
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

②
「
書
簡
一
五
（
一
九
〇
五
年
一
月
一
七
日
付
）」（『
関
係
書
簡
集
』

四
八
一
頁
）。
一
九
〇
五
年
一
月
、
中
洲
の
「
姪
」
日
笠
哲
夫
が
自
身
の

経
営
す
る
日
笠
銀
行
の
合
資
会
社
へ
の
変
更
に
際
し
、
大
蔵
次
官
で
あ
る
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阪
谷
の
口
添
え
を
希
望
し
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
中
洲
自
身
、
縁

故
で
容
易
に
「
事
ガ
出
来
ル
」
と
考
え
て
い
る
日
笠
に
閉
口
し
な
が
ら

も
、
こ
の
書
簡
に
関
係
書
類
を
同
封
し
て
い
る
。
親
族
か
ら
の
頼
み
ゆ
え

に
、
中
洲
も
断
り
き
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

③
「
書
簡
三
六
（
年
代
不
明
）」（『
関
係
書
簡
集
』
四
九
二
頁
）。
中 

洲
の
母
方
の
親
族
で
、
中
洲
養
女
の
婿
に
も
当
た
る
小
野
静
雄
が
、
突
然
、 

中
洲
を
訪
問
し
た
。
小
野
は
阪
谷
と
の
面
会
を
希
望
し
て
お
り
、
中
洲
に

そ
の
「
添
書
」
を
依
頼
し
て
い
た
。
中
洲
に
よ
る
と
、
小
野
は
「
少
々
の

資
産
有
之
」
人
物
で
、「
糊
口
」
の
た
め
に
阪
谷
と
面
会
を
希
望
し
て
い

る
訳
で
は
な
い
と
「
保
証
」
す
る
。
前
述
の
書
簡
一
四
お
よ
び
一
五
で

は
、
や
や
辛
辣
な
対
応
を
し
た
中
洲
だ
が
、
小
野
に
は
信
頼
を
寄
せ
て
い

た
。
一
八
七
七
年
の
二
松
学
舎
創
立
時
、
小
野
が
会
計
を
務
め
て
い
た
こ

と
は
そ
の
証
左
で
あ
る

（
3
2
）。
実
際
に
阪
谷
が
小
野
と
面
会
し
た
か
否
か
は
、

こ
の
書
簡
そ
の
も
の
の
年
代
が
確
定
で
き
て
い
な
い
た
め
、
確
認
で
き
な

か
っ
た
。

　

④
「
書
簡
三
七
（
年
代
不
明
）」（『
関
係
書
簡
集
』
四
九
二
～
四
九
三

頁
）。
二
松
学
舎
で
の
中
洲
の
教
え
子
の
石
川
良
道
（
一
八
五
六
～
一
九 

二
七
）
の
「
添
書
」
を
持
つ
、
中
洲
の
郷
里
友
人
の
子
で
あ
る
横
山
昌
次

郎
が
阪
谷
を
紹
介
し
て
欲
し
い
と
希
望
し
て
い
る
。
石
川
は
一
九
〇
二
年

か
ら
一
九
一
八
年
ま
で
の
間
、
岡
山
県
各
地
の
官
選
郡
長
を
歴
任
し
た
地

方
官
で
あ
る
。
ま
た
横
山
は
同
志
社
を
経
て
ア
メ
リ
カ
の
イ
ェ
ー
ル
大
学

に
留
学
後
、
博
士
学
位
（
理
財
経
済
学
）
を
取
得
し
た
「
前
途
有
望
」
な

人
物
と
い
う
。
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
中
洲
だ
が
、
断
り
切
れ

ず
、
石
川
の
「
添
書
」
を
同
封
し
た
。
実
際
に
阪
谷
が
横
山
に
面
会
し
た

か
否
か
は
、
同
じ
く
こ
の
書
簡
そ
の
も
の
の
年
代
が
確
定
で
き
て
い
な
い

た
め
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

⑤
「
書
簡
三
九
（
年
代
不
明
）」（『
関
係
書
簡
集
』
四
九
三
～
四
九
四

頁
）
。
岡
山
県
出
身
者
で
、
専
門
学
校
経
済
科
と
い
う
学
校
を
卒
業
し
た

奥
元
太
郎
な
る
人
物
が
、
阪
谷
と
の
面
会
を
希
望
す
る
内
容
の
書
簡
で
あ

る
。
中
洲
に
よ
る
と
、
自
分
と
「
異
派
」
の
関
係
だ
が
、
奥
は
幼
少
時
よ

り
学
識
あ
る
「
評
判
」
の
人
物
と
い
う
。
こ
の
奥
が
漢
学
者
か
否
か
は
定

か
で
な
い
が
、
中
洲
が
一
目
置
く
人
物
だ
っ
た
。
実
際
に
阪
谷
が
面
会
し

た
か
ど
う
か
は
、
や
は
り
こ
の
書
簡
そ
の
も
の
の
年
代
が
確
定
で
き
て
い

な
い
た
め
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
五
点
の
書
簡
か
ら
、
阪
谷
の
知
遇
を
得
よ
う
と
す
る
人
物
は
、

枚
挙
に
暇
が
な
か
っ
た
。
漢
学
者
の
朗
廬
を
父
に
持
ち
、
し
か
も
渋
沢
一

族
に
名
を
連
ね
た
阪
谷
は
、
学
歴
や
官
歴
の
み
な
ら
ず
、
爵
位
や
豊
富
な

肩
書
を
持
つ
、
ま
さ
に
岡
山
県
の
逸
材
で
あ
っ
た

（
3
3
）。
そ
の
阪
谷
と
親
交
の

あ
る
中
洲
と
い
う
存
在
は
、
立
身
出
世
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
岡
山
県
人
、

経
済
人
と
し
て
成
功
を
収
め
よ
う
と
す
る
岡
山
県
人
か
ら
見
た
場
合
、
極

め
て
有
効
な
接
触
回
路
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
一
九
〇
七
年
一
二
月
二
八
日
以
降
、
蔵
相
の
阪
谷
は
、
山
県

伊
三
郎
（
逓
相
）
と
鉄
道
予
算
の
編
成
で
対
立
し
た
。
陸
相
の
寺
内
正
毅

が
仲
介
す
る
も
、
一
九
〇
八
年
一
月
一
三
日
、
両
名
と
も
辞
職
し
て
し
ま
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う（
3
4
）。

こ
れ
を
見
た
中
洲
は
、「
阪
谷
芳
郎
宛
三
島
中
洲
書
簡
（
一
九
〇
八

年
一
月
一
六
日
付
）

（
3
5
）」
の
中
で
、「
前
進
猶
長
養
鋭
、
再
起
之
時
」
と
書
き

記
し
、
政
治
家
と
し
て
の
再
起
を
願
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
阪
谷
は
第
四

代
東
京
市
長
（
一
九
一
二
～
一
五
）
に
就
任
し
、
初
め
て
高
等
文
官
試
験

合
格
者
の
中
か
ら
助
役
（
熊
本
県
内
務
部
長
の
髙
橋
要
治
郎
）
を
迎
え
る

な
ど

（
3
6
）、

東
京
市
政
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た

（
3
7
）。

阪
谷
は
中
洲
の
期
待
に

応
え
、
政
治
の
世
界
で
再
起
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。

　
　
第
四
章
　
二
松
学
舎
と
の
関
わ
り

　

こ
こ
で
は
二
松
学
舎
で
の
中
洲
と
阪
谷
の
関
係
性
を
分
析
す
る

（
3
8
）。

　

ま
ず
『
関
係
書
簡
集
』
で
は
な
い
が
、
中
洲
が
阪
谷
の
父
朗
盧
に
差

し
出
し
た
「
阪
谷
朗
盧
宛
三
島
中
洲
書
簡
（
一
八
七
七
年
九
月
二
九
日

付
）

（
3
9
）」
を
見
よ
う
。
こ
こ
に
は
「
家
事
一
件
も
未
ダ
因
循
、
願
書
も
不
差

出
候
ヘ
共
、
伝
聞
シ
テ
来
学
ヲ
依
頼
ス
ル
モ
ノ
既
ニ
五
、
六
輩
ア
リ
、

追
々
来
集
と
奉
存
候
」
と
あ
る
。
時
期
的
に
は
漢
学
塾
二
松
学
舎
創
立

（
一
八
七
七
年
一
〇
月
一
〇
日
）
直
前
で
、
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
ど
う

や
ら
創
立
前
か
ら
、
し
か
も
願
書
完
成
前
か
ら
二
松
学
舎
へ
の
入
塾
希
望

者
が
五
～
六
人
は
い
た
よ
う
で
あ
る
。
山
田
方
谷
直
系
の
陽
明
学
者
で
も

あ
り
、
大
審
院
判
事
を
退
官
し
た
ば
か
り
の
中
洲
の
漢
学
塾
は
、
社
会
的

に
大
き
な
興
味
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
二
松
学
舎
の
史
的
展
開
を
少
し
整
理
し
た
い
。
明
治
初
期
に
多 

く
の
私
立
学
校
が
創
立
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
教
育
令
（
一
八
七
九
年
） 

お
よ
び
改
正
教
育
令
（
一
八
八
〇
年
）、
さ
ら
に
は
諸
「
学
校
令
」
（
一 

八
八
六
年
）
な
ど
、
政
府
に
よ
る
教
育
制
度
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い

た
。
そ
し
て
一
九
〇
三
年
三
月
、
第
二
次
山
県
有
朋
内
閣
は
専
門
学
校
令

を
公
布
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
専
修
学
校
〔
現
専
修
大
学
〕
な
ど
、
多
く

の
私
立
学
校
が
専
門
学
校
と
い
う
高
等
教
育
機
関
に
移
行
し
て
い
っ
た
。

二
松
学
舎
の
場
合
、
一
九
〇
三
年
七
月
に
運
営
母
体
と
し
て
二
松
義
会
が

設
立
さ
れ
、
一
九
〇
九
年
七
月
に
は
財
団
法
人
に
移
行
す
る
な
ど
、
中
洲

の
個
人
塾
か
ら
の
脱
却
が
模
索
さ
れ
て
い
た

（
4
0
）。
し
か
し
一
九
一
〇
年
一
月

一
一
日
、
中
洲
の
三
男
復
が
所
有
す
る
二
松
学
舎
の
校
舎
を
二
、
六
五
九

円
で
購
入
す
る
な
ど
、
支
出
も
多
く

（
4
1
）、

決
し
て
財
政
的
に
安
定
し
て
い
た

訳
で
は
な
か
っ
た
。
神
立
春
樹
が
示
す
よ
う
に

（
4
2
）、

二
松
学
舎
は
前
述
の
教

育
令
以
降
、
明
治
日
本
社
会
と
連
繋
す
る
こ
と
で
存
続
し
続
け
た
が
、
卒

業
し
て
も
特
典
の
な
い
各
種
学
校
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
二
松
学
舎
は
財
政
の
安
定
化
を
目
指
し
、
寄
付
金

集
め
に
奔
走
す
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
次
の
二
つ
の
書
簡
を
取
り
上
げ
る
。

　

第
一
は
、「
書
簡
番
号
二
〇
（
一
九
一
〇
年
二
月
一
七
日
付
）」（『
関

係
書
簡
集
』
四
八
四
～
四
八
五
頁
）
で
あ
る
。
二
松
義
会
評
議
員
の
尾
崎

嘉
太
郎
（
後
に
理
事
）
に
よ
れ
ば
、
渋
沢
栄
一
は
三
井
物
産
社
長
の
益

田
孝
に
対
し
、
三
井
家
か
ら
二
松
学
舎
へ
の
寄
付
を
依
頼
す
る
も
の
の
、

「
謝
絶
」
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
尾
崎
は
入
江
為
守
・
池
田
四
郎
次

郎
・
速
水
柳
平
・
細
田
謙
蔵
の
二
松
義
会
理
事
な
ど
と
協
議
し
た
結
果
、
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中
洲
に
阪
谷
へ
の
相
談
を
勧
め
た
書
簡
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
書
簡
か
ら

は
、
阪
谷
の
岳
父
で
あ
る
渋
沢
が
二
松
学
舎
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と

も
読
み
取
れ
る
。
渋
沢
と
中
洲
、
さ
ら
に
は
二
松
学
舎
と
の
交
差
に
つ
い

て
は
、
町
泉
寿
郎
の
研
究
が
詳
し
い
。
町
に
よ
る
と
、
古
希
以
前
の
渋

沢
に
と
っ
て
、
中
洲
は
気
の
置
け
な
い
漢
学
者
の
一
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
古
希
以
後
、「
道
徳
経
済
合
一
」「
義
理
合
一
」
を
め
ぐ
り
、
両
者
は

急
接
近
し
、一
九
一
〇
年
一
月
、
渋
沢
は
二
松
義
会
顧
問
に
就
任
す
る

（
4
3
）。

　

ま
た
、
こ
の
書
簡
に
は
二
つ
の
書
簡
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。
一
つ
が

「
付
属
①
三
島
毅
宛
早
川
千
吉
郎
書
簡
」
で
あ
る
。
三
井
銀
行
常
務
取
締

役
の
早
川
千
吉
郎
に
よ
れ
ば
、
渋
沢
か
ら
の
寄
付
依
頼
に
対
し
て
、
前
述

の
益
田
孝
は
個
人
と
し
て
は
寄
付
で
き
る
が
、
三
井
家
と
し
て
の
寄
付
は

「
御
断
」
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
早
川
は
、
中
洲
に
渋
沢
へ
の
相
談
を
勧

め
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
が
「
付
属
②
三
島
毅
宛

尾
崎
嘉
太
郎
書
簡
」
で
あ
る
。
中
洲
は
三
井
家
か
ら
寄
付
が
な
い
こ
と
を

「
始マ

マ

メ
テ
知
り
」
困
惑
す
る
も
の
の
、
益
田
に
断
ら
れ
た
渋
沢
に
「
再

応
」
さ
せ
る
訳
に
は
い
か
な
い
た
め
、
そ
の
渋
沢
へ
の
相
談
の
可
否
も
含

め
て
、
彼
の
娘
婿
の
阪
谷
に
「
御
任
せ
」
し
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

以
上
三
通
の
書
簡
か
ら
、
二
松
学
舎
の
寄
付
金
集
め
が
軌
道
に
乗
っ
て

い
な
い
中
、
中
洲
は
阪
谷
に
強
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。

そ
こ
で
一
九
一
〇
年
七
月
七
日
の
二
松
義
会
顧
問
会
議
の
席
上
で
、
第
二

次
桂
太
郎
内
閣
文
部
大
臣
の
小
松
原
英
太
郎
（
岡
山
県
出
身
）
は
義
捐
金

募
集
を
提
案
し
、
翌
年
か
ら
の
実
施
を
決
定
し
た
。
す
る
と
渋
沢
は
真
っ

先
に
三
、
〇
〇
〇
円
を
寄
付
し

（
4
4
）、
他
者
が
寄
付
に
追
随
し
や
す
い
環
境
を

整
え
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
義
捐
金
募
集
に
お
け
る
阪
谷
の

役
割
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
渋
沢
が
彼
の
岳
父
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
少
な
く
と
も
そ
の
存
在
意
義
は
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

第
二
は
、
前
述
の
義
捐
金
募
集
に
関
連
す
る
「
書
簡
番
号
二
七
（
一
九 

一
二
年
一
月
二
三
日
付
）」（『
関
係
書
簡
集
』
四
八
九
頁
）
で
、
一
九
一 

一
年
一
月
一
六
日
、
小
松
原
が
東
京
市
内
の
実
業
家
を
華
族
会
館
に
招
き
、 

前
述
の
義
捐
金
を
依
頼
し
た
直
後
の
書
簡
と
な
っ
て
い
る
。
書
簡
を
見
る

と
、
中
洲
は
阪
谷
に
対
し
て
、
前
述
の
早
川
千
吉
郎
個
人
へ
の
義
捐
金

「
勧
誘
」
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
し
て
早
川
に
は
自
身
の
書
簡
を
用
意
す

る
と
と
も
に
、
自
ら
三
井
家
に
義
捐
金
を
直
談
判
す
る
予
定
と
述
べ
て
い

る
。
ど
う
や
ら
前
述
の
「
付
属
②
書
簡
」
の
後
、
中
洲
は
早
川
か
ら
の
義

捐
金
は
阪
谷
に
任
せ
、
三
井
家
か
ら
の
そ
れ
は
自
分
自
身
で
対
応
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

中
洲
が
実
際
に
直
談
判
し
た
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
義
捐
金
募
集

に
関
し
て
は
、
二
月
四
日
、
実
業
家
同
士
の
互
選
で
、
渋
沢
、
株
式
会
社

大
倉
組
社
長
の
大
倉
喜
八
郎
（
新
潟
県
出
身
）、
日
本
勧
業
銀
行
総
裁
の

山
本
達
雄
（
大
分
県
出
身
）、
三
菱
合
資
会
社
管
事
の
豊
川
良
平
（
高
知

県
出
身
）、
大
日
本
麦
酒
株
式
会
社
社
長
の
馬
越
恭
平
（
岡
山
県
出
身
）

が
割
当
委
員
に
就
任
し
、
大
き
く
事
態
が
動
い
た

（
4
5
）。
す
な
わ
ち
大
倉
一
、

〇
〇
〇
円
、
浅
野
総
一
郎
五
〇
〇
円
、
山
本
五
〇
〇
円
、
岩
﨑
両
男
爵
家
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五
、
〇
〇
〇
円
、
古
河
虎
之
助
三
、
〇
〇
〇
円
、
馬
越
一
、
〇
〇
〇
円
の

寄
付
を
承
諾
し
た
。
加
え
て
村
井
長
兵
衛
一
、
〇
〇
〇
円
、
阪
谷
と
同
期

の
大
蔵
官
僚
で
台
湾
銀
行
初
代
頭
取
や
日
本
興
業
銀
行
初
代
総
裁
な
ど
を

歴
任
し
た
添
田
寿
一
、
五
〇
〇
円
、
安
田
善
次
郎
三
、
〇
〇
〇
円
、
博
文

館
経
営
者
で
東
京
瓦
斯
取
締
役
の
大
橋
新
太
郎
一
、
〇
〇
〇
円
、
ヤ
マ
サ

醤
油
社
長
の
浜
口
吉
右
衛
門
一
、
〇
〇
〇
円
、
東
武
鉄
道
取
締
役
の
原
六

郎
五
〇
〇
円
、
東
京
商
業
会
議
所
副
会
頭
の
日
比
谷
平
右
衛
門
五
〇
〇
円

の
寄
付
も
承
諾
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
さ
ら
に
渋
沢
を
通
し
て
、
東
宮
（
の

ち
の
大
正
天
皇
）
よ
り
三
〇
〇
円
の
下
賜
金
も
得
ら
れ
た
。
つ
ま
り
前
述

の
三
井
家
か
ら
は
義
捐
金
を
得
ら
れ
ず

（
4
6
）、

中
洲
の
思
惑
通
り
に
は
動
か
な

か
っ
た
も
の
の
、
二
松
学
舎
は
一
定
程
度
の
寄
付
金
を
集
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
で
二
松
学
舎
の
財
政
が
安
定
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

例
え
ば
一
九
一
三
年
の
寄
付
金
は
、
わ
ず
か
一
七
〇
円
に
留
ま
っ
て
い
る

（
4
7
）。

な
ぜ
当
時
の
二
松
学
舎
は
、
渋
沢
の
よ
う
な
実
業
家
、
阪
谷
の
よ
う
な
政

治
力
の
あ
る
人
物
に
依
存
し
な
け
れ
ば
、
寄
付
金
を
集
め
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
「
阪
谷
芳
郎
宛
馬
越
恭
平
書
簡
（
一
九
一
一
年

二
月
二
〇
日
付
）」（『
関
係
書
簡
集
』
四
五
六
頁
）
を
紹
介
し
た
い
。
す

な
わ
ち
「
二
松
学
舎
之
儀
ニ
付
而
ハ
、
愚
存
之
趣
ヲ
渋
沢
男
爵
ヘ
上
申
致

候
所
、
御
同
意
被
成
下
、
御
尽
力
相
成
候
間
、
此
儀
出
来
候
上
ハ
、
充
分

相
談
可
申
候
、
左
も
ナ
ク
テ
ハ
、
御
辞
儀
キ
ラ
イ
の
銭
貰
イ
ハ
漢
学
儒
連

ニ
は
色
々
何
歟
と
申
事
ニ
六
ヶ
敷
奉
存
候
」
と
あ
り
、
一
九
一
一
年
当

時
、
漢
学
や
儒
学
を
評
価
し
な
い
実
業
家
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の

筆
者
に
は
馬
越
の
指
摘
の
適
否
を
論
ず
る
準
備
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も

渋
沢
や
阪
谷
よ
う
な
人
物
を
介
在
さ
せ
な
け
れ
ば
、
漢
学
を
教
授
す
る
各

種
学
校
の
二
松
学
舎
は
、
運
営
資
金
を
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

し
た
が
っ
て
二
松
学
舎
に
と
っ
て
、
阪
谷
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
で

あ
っ
た
。
阪
谷
は
渋
沢
ほ
ど
に
前
面
に
出
な
い
も
の
の
、
中
洲
の
相
談
に

乗
る
な
ど
し
て
、
こ
の
学
園
の
資
金
調
達
を
裏
面
か
ら
支
え
て
い
た
。
同

時
に
二
松
学
舎
は
、
阪
谷
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
馬
越
や
小
松
原
な
ど
の

岡
山
県
人
脈
に
支
え
ら
え
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
小
松
原

の
場
合
、
同
郷
の
花
房
義
質
ら
の
紹
介
で
外
務
省
に
入
省
（
一
八
八
〇

年
）
し
た
と
い
う
経
験
を
踏
ま
え
る
と

（
4
8
）、

彼
は
地
縁
の
持
つ
意
味
を
身
を

以
っ
て
理
解
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
加
え
て
彼
は
、
後
年
の
一
九
一
八
年
九

月
、
前
述
の
斯
文
会
理
事
長
に
就
任
す
る
な
ど

（
4
9
）、
二
松
学
舎
や
漢
学
と
交

差
す
る
立
ち
位
置
に
あ
っ
た
。
ま
た
馬
越
の
場
合
、
八
才
の
時
か
ら
阪
谷

朗
廬
（
初
代
館
長
）
の
興
譲
館
で
漢
学
を
学
ん
で
い
た

（
5
0
）。
朗
廬
の
薫
陶

を
受
け
た
馬
越
も
ま
た
、
漢
学
と
い
う
学
問
で
中
洲
と
交
差
し
、
さ
ら

に
財
団
法
人
二
松
義
会
の
評
議
員
を
務
め
て
い
た
。
当
時
の
二
松
学
舎

は
ま
だ
国
語
科
中
等
教
員
養
成
を
目
的
の
一
つ
と
す
る
専
門
学
校
移
行

（
一
九
二
八
年
）
の
前
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
岡
山
県
出
身
者
の

立
身
出
世
の
回
路
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
二
松
学
舎
で
あ
っ
て

も
、
両
者
が
寄
付
に
応
じ
た
理
由
は
、
中
洲
の
存
在
、
さ
ら
に
は
彼
ら
を
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結
び
つ
け
た
漢
学
と
い
う
存
在
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

換
言
す
れ
ば
、
漢
学
を
学
ん
だ
岡
山
県
出
身
者
に
と
っ
て
、
中
洲
や
二
松

学
舎
と
い
う
漢
学
塾
は
、
象
徴
的
な
結
節
点
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
岡
山
県
出
身
の
中
洲
が
東
京
で
設
立
し
た
二
松
学
舎
は
、
立
身
出
世

を
果
た
し
た
こ
の
地
出
身
の
在
京
者
の
地
縁
だ
け
で
な
く
、
漢
学
と
い
う

学
問
が
生
み
出
し
た
人
間
関
係
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ

う
。

　
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
阪
谷
宛
三
島
中
洲
書
簡
を
分
析
し
、
家
庭
人
と
し
て
の
中

洲
、
郷
土
を
同
じ
く
す
る
阪
谷
と
中
洲
の
関
係
、
二
松
学
舎
と
阪
谷
の
関

わ
り
の
一
端
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
洲
と
阪
谷
は
、
阪
谷
の
父
朗

蘆
を
介
し
た
漢
学
に
加
え
て
、
岡
山
県
出
身
と
い
う
地
縁
、
東
京
大
学
で

の
師
弟
関
係
な
ど
、
極
め
て
重
層
的
に
結
び
つ
き
、
終
生
、
そ
の
関
係
を

変
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
日
本
近
代
、
と
り
わ
け
明
治
期

の
日
本
社
会
で
は
、
同
郷
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
漢
学
と
い
う
学
問
、
学

校
と
い
う
空
間
で
時
間
を
共
有
し
た
日
々
は
、
極
め
て
大
き
い
意
味
を

持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
地
縁
だ
け
で
な
く
、
学
問
・

学
校
と
い
う
回
路
も
ま
た
、
当
時
の
人
間
関
係
の
媒
介
項
で
あ
り
、
潤
滑

油
で
も
あ
っ
た
。
特
に
中
洲
の
場
合
、
そ
れ
ら
は
家
族
の
た
め
、
さ
ら
に

は
自
身
が
創
設
し
た
二
松
学
舎
の
た
め
に
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、
個
人

的
・
教
育
的
・
社
会
的
資
源
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
今
後
、
同

郷
者
同
士
の
連
携
を
分
析
す
る
際
、「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
永
江
雅

和
の
先
行
研
究
同
様
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
な
重
層
的
な
視
点
を
併
用
す

る
手
法
が
必
要
不
可
欠
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

中
洲
は
一
九
一
九
年
五
月
一
二
日
、
九
〇
歳
で
鬼
籍
に
入
る
が
、
そ
の

存
命
中
、
二
松
学
舎
が
専
門
学
校
に
移
行
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
松

学
舎
の
支
柱
で
あ
る
中
洲
の
死
を
受
け
て
、
阪
谷
は
日
記
に
「
三
島
毅
先 

生
逝
去

（
5
1
）」

と
短
く
書
き
込
ん
だ
。
中
洲
の
後
継
者
で
あ
る
三
男
復
も
ま
た
、 

五
年
後
の
一
九
二
四
年
二
月
一
日
、
わ
ず
か
四
六
歳
で
鬼
籍
に
入
る
。
や

は
り
阪
谷
は
日
記
に
「
三
島
復
死
去
告
別
式

（
5
2
）」
と
短
く
書
き
込
ん
だ
。
中

洲
と
そ
の
後
継
者
で
あ
る
復
の
死
は
、
漢
学
を
学
ん
だ
岡
山
県
出
身
者
に

と
っ
て
の
結
節
点
た
る
二
松
学
舎
と
阪
谷
の
関
係
に
、
ど
の
よ
う
な
変
化

を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
今
後
の
二
松
学
舎
の
あ

ゆ
み
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
本
稿
の

課
題
を
超
え
る
も
の
だ
が
、
阪
谷
の
下
に
は
、
二
松
学
舎
専
門
学
校
初
代

校
長
の
山
田
準
か
ら
の
四
通
の
書
簡
（
一
九
三
二
～
一
九
三
三
年
）
が
残

さ
れ
て
い
る

（
5
3
）。
ま
た
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
も
阪
谷
が
山
田
準
に
宛

て
た
書
簡
を
所
蔵
し
て
い
る

（
5
4
）。
山
田
個
人
を
介
し
て
で
あ
ろ
う
が
、
少
な

く
と
も
二
松
学
舎
と
の
関
係
は
途
切
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
は
、
専
門
学
校
移
行
後
の
二
松
学
舎
史
を
め
ぐ
る
問
い
の
一
つ
と

し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
課
題
は
多
い
。
他
日
、
別
稿
を
期
し
た
い
。
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（
付
記
）

　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
二
月
二
八
日
（
土
）
の
第
一
一
二
回
三
島
中
洲

研
究
会
で
の
報
告
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借

り
て
、
多
く
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
参
加
者
の
方
々
に
対
し
、

御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
注
）

（
１
）　�

阪
谷
家
文
書
の
全
体
像
、
さ
ら
に
は
こ
の
史
料
の
性
格
な
ど
に
関
し
て

は
、櫻
井
良
樹「
解
題　

阪
谷
芳
郎
の
遺
し
た
文
書
」（
専
修
大
学
編『
阪

谷
芳
郎
関
係
書
簡
集
』
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
２
）　�

竹
永
三
男
「
県
人
会
・
郷
土
雑
誌
考
」（『
山
陰
地
域
研
究
』
第
一
号
、

一
九
八
五
年
）、
同
「
同
郷
会
の
成
立
」（
高
井
悌
三
郎
先
生
喜
寿
記
念

事
業
会
編
『
歴
史
学
と
考
古
学
』
真
陽
社
、
一
九
八
八
年
）。

（
３
）　�

成
田
龍
一
『「
故
郷
」
と
い
う
物
語
︱
都
市
空
間
の
歴
史
学
︱
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
一
五
～
一
六
頁
。

（
４
）　�

清
水
唯
一
朗
『
近
代
日
本
の
官
僚
︱
維
新
官
僚
か
ら
学
歴
エ
リ
ー
ト
へ
︱
』

（
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
一
～
三
一
七
頁
。

（
５
）　�

内
山
一
幸
『
明
治
期
の
旧
藩
主
家
と
社
会
︱
華
士
族
と
地
方
の
近
代
化
︱
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
二
八
五
頁
。

（
６
）　�

拙
著
『
昭
和
戦
前
期
の
選
挙
シ
ス
テ
ム
︱
千
葉
県
第
一
区
と
川
島
正
次
郎

︱
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
九
年
）。

（
７
）　�

永
江
雅
和「
解
題　

阪
谷
芳
郎
を
巡
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
前
掲『
阪

谷
芳
郎
関
係
書
簡
集
』）。

（
８
）　�

永
江
雅
和
「
阪
谷
芳
郎
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
専
修
大
学
所
蔵
阪
谷

芳
郎
関
係
書
簡
か
ら
―
」（『
神
園
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
９
）　�

拙
稿
「『
二
松
学
舎
史
』
研
究
と
『
自
校
史
』
授
業
」（『
三
島
中
洲
研
究
』

第
六
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
10
）　�

主
に「
故
阪
谷
子
爵
略
年
譜
」（『
斯
文
』第
二
四
編
第
二
号
、一
九
四
二
年
）

二
～
五
頁
お
よ
び
「
阪
谷
芳
郎
年
譜
」（『
阪
谷
芳
郎
伝
』
故
阪
谷
子
爵

記
念
事
業
会
、
一
九
五
一
年
）
六
九
九
～
七
一
四
頁
に
よ
っ
た
。

（
11
）　�『
二
松
学
舎
九
十
年
史
』（
学
校
法
人
二
松
学
舎
、一
九
六
七
年
）
一
四
四 

頁
お
よ
び
一
五
一
頁
。

（
12
）　�

前
掲
『
二
松
学
舎
九
十
年
史
』
一
四
四
頁
。

（
13
）　�

槇
忠
一
郎
「
阪
谷
子
爵
の
業
績
に
つ
き
懐
古
」（『
斯
文
』
第
二
四
編
第

二
号
、
一
九
四
二
年
）
二
三
頁
。

（
14
）　�

前
掲
『
阪
谷
芳
郎
伝
』
六
一
二
頁
。

（
15
）　�

阪
谷
芳
郎
「
中
洲
先
生
及
雷
堂
先
生
祭
典
後
講
話
」（『
二
松
』
第
二
号
、

一
九
二
九
年
）
九
頁
。

（
16
）　�

前
掲
「
中
洲
先
生
及
雷
堂
先
生
祭
典
後
講
話
」
一
四
頁
。

（
17
）　�

こ
れ
は
、
町
泉
寿
郎
「
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
三
島
中
洲
関

係
書
簡
』
其
一
」（『
三
島
中
洲
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
一
四
年
）
一
四 

七
頁
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　�

こ
れ
も
前
掲
町
「『
三
島
中
洲
関
係
書
簡
』
其
一
」
一
二
六
頁
で
翻
刻

さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　�「
日
記（
一
九
〇
八
年
一
一
月
）」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵「
阪

谷
芳
郎
関
係
文
書
」
Ｒ
四
七
）。

（
20
）　�

前
掲
「
中
洲
先
生
及
雷
堂
先
生
祭
典
後
講
話
」
一
〇
頁
。

（
21
）　�

以
上
、「
財
団
法
人
斯
文
会
職
員
」（『
斯
文
』
第
一
編
第
三
号
、
一
九 

一
九
年
）。
な
お
頁
数
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
22
）　�
前
掲
『
阪
谷
芳
郎
伝
』
六
三
八
頁
。

（
23
）　�

前
掲
成
田
『「
故
郷
」
と
い
う
物
語
』
一
二
四
頁
。

（
24
）　�

例
え
ば
『
三
島
中
洲
と
近
代　

其
三
』（
二
松
学
舎
大
学
図
書
館
、二
〇 

― 46 ―

日本漢文学研究 15



一
五
年
）
二
頁
（
町
泉
寿
郎
解
説
）

（
25
）　�「
三
島
中
洲
年
譜
」（『
三
島
中
洲
と
近
代　

其
一
』（
二
松
学
舎
大
学
附

属
図
書
館
、
二
〇
一
三
年
）
八
一
頁
。

（
26
）　�「
日
記（
一
八
九
一
年
一
二
月
六
日
条
）」（
前
掲「
阪
谷
芳
郎
関
係
文
書
」

Ｒ
四
七
）。

（
27
）　�

前
掲
「
三
島
中
洲
年
譜
」
八
三
頁
。

（
28
）　�

戦
前
期
官
僚
制
研
究
会
編『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
二
二
一
頁
に
よ
る
と
、
松
本
は

一
八
四
八
年
五
月
生
。
開
成
学
校
を
経
て
、
一
八
七
〇
年
渡
米
。
鉄
道

庁
第
二
部
長
（
一
八
九
〇
年
）、逓
信
省
外
局
鉄
道
局
長
官
（
一
八
九
三

年
三
月
）、
逓
信
省
鉄
道
局
長
（
一
八
九
三
年
一
一
月
）
を
経
て
、
逓

信
省
外
局
鉄
道
作
業
局
長
官
（
一
八
九
七
年
）。
一
九
〇
三
年
三
月
に

逝
去
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
幣
原
喜
重
郎
内
閣
で
憲
法
改
正
問
題
を

担
当
し
た
松
本
烝
治
国
務
大
臣
の
父
で
も
あ
る
。

（
29
）　�

前
掲
「
阪
谷
芳
郎
関
係
文
書
」
Ｒ
七
。
こ
の
文
書
の
中
に
は
、
阪
谷
宛

中
洲
書
簡
が
合
計
五
通
残
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）　�

菊
地
誠
一
「
三
島
中
洲
年
譜
補
訂
の
一
試
論
」（『
三
島
中
洲
研
究
』
第

六
号
、
二
〇
一
四
年
）
一
一
四
頁
。
事
実
、
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書

館
蔵
「
大
正
六
年
二
月
二
五
日
付
山
田
準
宛
三
島
桂
書
簡
」（
Ｆ
二
九

︱
七
六
一
）
を
見
る
と
、
中
洲
は
桂
と
と
も
に
東
京
府
荏
原
郡
大
井
町

で
暮
ら
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
書
簡
は
前
掲
『
三
島
中
洲
と
近
代　

其
三
』
三
四
頁
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
照
し
た
。

（
31
）　�

な
お
犬
丸
鐵
太
郎
（
岡
山
県
青
年
会
副
会
長
）
に
よ
れ
ば
、阪
谷
は
「
岡

山
県
人
だ
、
岡
山
県
の
阪
谷
だ
」（
前
掲
『
阪
谷
芳
郎
伝
』
六
三
七
頁
）

と
述
べ
て
お
り
、
強
い
郷
土
意
識
を
有
し
て
い
た
。
阪
谷
が
興
譲
館
総

理
に
就
任
（
一
九
〇
五
年
四
月
一
日
付
）
し
た
こ
と
は
、
そ
の
象
徴
で

あ
る
。

（
32
）　�『
二
松
学
舎
百
年
史
』（
学
校
法
人
二
松
学
舎
、
一
九
七
七
年
）
二
一
二
頁
。

前
掲
『
二
松
学
舎
九
十
年
史
』
一
二
二
頁
に
よ
れ
ば
、
小
野
は
一
八 

七
九
年
ま
で
会
計
を
務
め
た
後
、
一
八
八
〇
年
に
職
員
お
よ
び
幹
事
に

な
る
。
し
か
し
以
後
は
、
二
松
学
舎
の
人
事
に
は
登
場
し
な
い
。
お
そ

ら
く
郷
里
に
帰
り
、時
を
経
て
、再
び
上
京
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
33
）　�

阪
谷
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
岡
山
県
人
と
し
て
は
、
政
界
の
場
合
、
平
沼

騏
一
郎
（
一
八
六
七
～
一
九
五
二
）・
犬
養
毅
（
一
八
五
五
～
一
九
三 

二
）・
宇
垣
一
成（
一
八
六
八
～
一
九
五
六
）・
小
松
原
英
太
郎（
一
八
五
二

～
一
九
一
九
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
犬
養
と
小
松
原
は
阪
谷

よ
り
も
年
長
で
私
学
出
身
、
宇
垣
は
陸
軍
大
学
校
を
一
九
〇
〇
年
に
卒

業
す
る
な
ど
、
学
歴
を
中
心
に
、
そ
の
政
治
的
資
源
が
阪
谷
と
は
異
な

る
。
平
沼
は
一
八
八
八
年
に
帝
国
大
学
法
科
大
学
卒
業
を
卒
業
し
て
い

る
も
の
の
、
実
父
は
一
介
の
藩
士
に
過
ぎ
ず
、
阪
谷
と
は
置
か
れ
た
立

ち
位
置
が
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
当
時
の
阪
谷
は
、
岡
山
県
出
身
者
の

中
で
も
、
誰
よ
り
も
一
目
置
か
れ
た
存
在
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
34
）　�

前
掲
『
阪
谷
芳
郎
伝
』
三
〇
九
～
三
一
三
頁
。

（
35
）　�

前
掲
「
阪
谷
芳
郎
関
係
文
書
」
Ｒ
七
。

（
36
）　�

櫻
井
良
樹
「
解
題　

大
正
初
期
の
東
京
市
政
と
阪
谷
芳
郎
」（『
阪
谷
芳

郎　

東
京
市
長
日
記
』
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
一
六
頁
。

（
37
）　�

た
だ
し
高
等
文
官
試
験
合
格
官
僚
を
東
京
市
助
役
に
迎
え
る
に
当
た

り
、
そ
の
支
持
と
合
意
を
取
り
つ
け
る
た
め
に
も
、
市
長
は
市
会
に
強

い
基
盤
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
阪
谷
が
始
め
た
こ
の
試
み

は
、第
六
代
東
京
市
長
を
務
め
た
田
尻
稲
次
郎
の
時
代
に
挫
折
す
る
が
、

第
七
代
市
長
の
後
藤
新
平
の
時
代
に
不
可
逆
的
に
確
立
し
た
。詳
細
は
、

拙
稿
「
東
京
市
・
市
長
と
市
会
の
政
治
関
係
―
田
尻
市
政
期
に
お
け
る

政
治
構
造
の
転
形
―
」（『
日
本
歴
史
』
第
六
四
九
号
、
二
〇
〇
二
年
）

を
参
照
。
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（
38
）　�「
子
の
関
係
尽
力
し
た
学
校
は
、
専
修
大
学
、
大
倉
高
等
商
業
学
校
、

日
本
女
子
大
学
校
、
興
譲
館
、
二
松
学
舎
等
」（
前
掲
『
阪
谷
芳
郎
伝
』

六
三
四
頁
）
と
あ
る
。

（
39
）　�
山
下
五
樹
『
朗
盧
先
生
宛
諸
氏
書
簡
集
』（
柳
本
書
房
、
一
九
九
三
年
）

二
六
三
頁
。
な
お
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
阪
谷
朗
盧
関
係

文
書
」
の
中
に
は
六
九
〇
通
の
朗
盧
宛
書
簡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

内
、
中
洲
が
差
し
出
し
た
も
の
は
二
四
通
あ
る
。

（
40
）　�

神
立
春
樹
『
近
代
日
本
制
度
外
学
校
史
論
―
各
種
学
校
の
社
会
的
連
繋

―
』（
教
育
文
献
刊
行
会
、
二
〇
一
八
年
）
六
二
頁
。

（
41
）　�『
二
松
学
舎
六
十
年
史
要
』（
財
団
法
人
二
松
学
舎
、一
九
三
七
年
）
一
〇 

六
～
一
〇
七
頁
。

（
42
）　�

前
掲
神
立
『
近
代
日
本
制
度
外
学
校
史
論
』
終
章
。

（
43
）　�

町
泉
寿
郎
「
近
代
の
漢
学
と
社
会
貢
献
事
業
―
渋
沢
栄
一
と
三
島
中
洲

の
交
流
か
ら
―
」（『
大
倉
山
論
集
』第
六
五
輯
、二
〇
一
九
年
）一
一
頁
。

（
44
）　�

前
掲
『
二
松
学
舎
九
十
年
史
』
一
四
六
頁
。

（
45
）　�

前
掲
『
二
松
学
舎
九
十
年
史
』
一
四
七
頁
。

（
46
）　�

以
上
、
前
掲
『
二
松
学
舎
九
十
年
史
』
一
四
七
～
一
四
八
頁
。

（
47
）　�

前
掲
『
二
松
学
舎
百
年
史
』
三
二
〇
頁
。

（
48
）　�

有
松
英
義
編
『
小
松
原
英
太
郎
君
事
略
』（
木
下
憲
、
一
九
二
四
年
）

四
六
頁
。

（
49
）　�

斯
文
会
編
『
斯
文
六
十
年
史
』（
斯
文
会
、
一
九
二
九
年
）
三
一
九
頁
。

（
50
）　�

大
塚
栄
三
編
『
馬
越
恭
平
翁
伝
』（
馬
越
恭
平
翁
伝
記
編
纂
会
、一
九
三 

五
年
）
一
九
頁
。

（
51
）　�「
日
記（
一
九
一
九
年
五
月
一
二
日
条
）」（
前
掲「
阪
谷
芳
郎
関
係
文
書
」

Ｒ
四
九
）。

（
52
）　�「
日
記
（
一
九
二
四
年
二
月
三
日
条
）」（
前
掲
「
阪
谷
芳
郎
関
係
文
書
」

Ｒ
五
〇
）。

（
53
）　�「
阪
谷
芳
郎
宛
山
田
準
書
簡
」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
阪

谷
芳
郎
関
係
文
書
（
第
二
次
受
入
分
）」
五
三
七
六
～
五
三
七
九
）。

（
54
）　�

前
掲
『
三
島
中
洲
と
近
代　

其
三
』
六
七
～
六
八
頁
に
は
、
三
通
の
書

簡
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
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